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Ｑ  

今
後
、
押
印
の
見
直
し
に
伴
い
、

電
子
申
請
等
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、

対
応
可
能
か
問
う
。

A  

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

押
印
の
廃
止
に
伴
い
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や

す
こ
と
は
、
可
能
で
あ
る
。

●�

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
つ
い
て

Ｑ  

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
個
人
情

報
の
保
護
が
ど
う
な
る
の
か
問
う
。

A  

こ
れ
ま
で
も
大
竹
市
で
は
、
大
竹

市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
、
大
竹
市

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
定

め
、
情
報
の
保
護
を
行
っ
て
き
た
。

　

現
在
、
政
府
が
検
討
し
て
い
る
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
は
、
最
新
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
導
入
す
る
た
め
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
強
化
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
る
。

●
令
和
３
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

Ｑ  

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
助
成

金
は
『
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
と
『
地

域
防
災
組
織
育
成
』
と
あ
る
が
、
全
体

の
応
募
数
と
周
知
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

A  『
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
に
つ
い
て

は
、
３
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
全
て
採

択
さ
れ
た
。
周
知
に
つ
い
て
、
例
年
９
月

に
開
催
さ
れ
る
、
自
治
会
連
合
会
の
理
事

会
に
お
い
て
、
実
施
要
綱
等
の
説
明
を

し
、
全
自
治
会
に
通
知
を
し
て
い
る
。

　
『
地
域
防
災
組
織
育
成
』
に
つ
い
て
は
、

２
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
１
団
体
が
採

択
さ
れ
た
。
周
知
に
つ
い
て
、
目
的
と
事

業
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
団
体
か
ら

防
災
備
品
の
整
備
や
老
朽
化
等
の
相
談

が
あ
っ
た
際
、
助
成
制
度
の
説
明
を
し
て

い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
１
件

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

　
生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
上
下
水
道
料
金
審
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ  

従
来
、
水
道
料
金
の
改
定
は
、
議

会
へ
提
案
・
説
明
が
さ
れ
、
そ
れ
を
審

議
・
了
解
す
る
こ
と
で
決
定
さ
れ
て
き

た
。
今
回
、
審
議
会
を
設
置
す
る
根
拠

と
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

A  「
設
置
に
関
し
て
は
、
日
本
水
道

協
会
作
成
の
、
料
金
改
定
業
務
の
手
引

き
に
『
審
議
会
を
設
置
し
な
さ
い
』
と

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　

こ
れ
は
、
平
成
22
年
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
消
費
者
基
本
計
画
に
お
い
て
、『
公

共
料
金
の
決
定
過
程
で
の
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
、
消
費
者
が
参
加
し
た
審

議
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
』
と
さ
れ
た

た
め
と
考
え
て
い
る
。

　

審
議
会
の
設
置
に
よ
り
公
平
性
・
透

明
性
を
確
保
し
、
意
見
を
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
時
代
と
と
も
に
市
民
の
生
活

ス
タ
イ
ル
や
、
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
も
変

化
し
て
き
て
お
り
、
家
事
用
の
水
道
料

金
で
、
業
務
を
行
う
と
い
っ
た
実
態
も

あ
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
を
受
け
、
料
金
体
系

も
含
め
、
料
金
の
改
定
幅
や
、
改
定
時

期
の
案
を
作
成
す
る
過
程
に
お
い
て
、

使
用
者
側
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、審
議
会
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
３
件

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

●
押
印
を
求
め
る
手
続
の
見
直
し
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
つ
い
て

第２回定例会は、令和３年６月11日～６月25日の15日間行われました。
詳細については、令和３年９月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。

　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容
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